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(1) 被災シナリオとは

• 地震の被災シナリオとは、特定の地震が発生した場合に想定される被害の様相と、その後の時

間経過に伴う災害対応の推移をまとめたもの。

• 地震による建物倒壊や火災、土砂崩れなどの被害状況、避難所開設、救助活動、被災者への

支援など、災害発生後の様々な事態を、時系列に沿って（地震発生直後、数日後、1週間～2

週間後、1か月後くらいまで）記述することで、数値化できない被災後の生活上のリスクなど

を把握できるようにするためのもの。

(3) 主な目的

①情報提供:

• 地震が発生した場合の被害状況や対応の目安をわかりやすく伝える。

②防災教育:

• 地震への備え（事前対策、発災時の行動）について啓発する。

③災害対策の検討:

• 地震発生後の時間経過に伴う応急対策の内容や、そのための業務資源が十分であるかを検討

するための資料とする。

(2) 利用主体

地域住民、事業者、行政機関など（その他、学校、病院など…）

１ 被災シナリオの概要
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• 被害想定項目別に、地震発生後から復旧期までを対象に、時間経過ごとの被害様相を整理

• 定量的な被害想定結果のみならず、令和６年能登半島地震等の過去の地震における被害や高知

県の地域特性・地理的特徴などを踏まえて整理

• シナリオは、それを利用する主体の立場や居住地によって、知りたい情報（必要な情報）が異

なると考え、本県の＜地域特性・地理的特徴別＞✕ ＜利用主体を意識した＞シナリオを作成

被害想定結果（項目別）

令和６年能登半島地震等の過去の地震被害

高知県の地域特性・地理的特徴（津波の有無など）

被災シナリオの作成

(1)シナリオ作成の流れ

利用主体別の知りたい情報の想定
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利用主体 シナリオ活用の場面 必要な情報

住民
災害発生時に自分の生活の中で起きること（危険や被害
等）をイメージし、安全の確保と生活の維持のために、平
常時の備えや災害発生を想定した行動や訓練に役立てる。

・揺れの程度や被害
・津波の程度や被害
・建物への影響
・地域の被害
・人的被害
・ライフラインの状況 等

事業者
（個人・法人）

災害発生時に、事業（業務）の現場で起きること（危険や
被害等）、またそれらが時間軸の中でどのように変化（回
復）するかをイメージし、事業（業務）継続のための平常
時の備えや災害発生時を想定した訓練に役立てる。

（上記に加えて）
・電気の復旧時期
・通信の状況
・幹線道路の通行停止箇所と停止
解消時期

行政機関
上記２者を支援するために、災害に伴って発生する状況
（危険や被害等）を時間軸に沿ってイメージし、平常時の
備えや災害発生時を想定した訓練に役立てる。

・必須の行政対応
・対応上の問題・課題

３ シナリオ作成の区分と活用のイメージ

(1) 地域区分

地理的特徴（被害の特徴：津波の有無など）で分ける

⇒沿岸部（津波あり）、内陸部（津波なし）、高知市周辺の３分類

⇒分類もコンパクトになり、被害に即したシナリオ作成ができる。

(2) 利用主体の区分

地域区分ごとに、１本のシナリオにする。

⇒各シナリオには、 「住民」「事業者」「行政機関」に役立つ情報を盛り込む

利用主体別のシナリオ活用のイメージ

第2回資料再掲
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①沿岸部
（津波あり）

②内陸部（土砂災害）

出典：Google Map

③高知市周辺
（津波長期浸水）

（地理的特徴）
沿岸部の津波被害が発生する
地域、内陸部の津波被害がな
い地域、都市部の高知市周辺
の3地域に分類

４ 地域区分の例 第2回資料再掲
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液状化の
可能性

地盤沈降に
よる長期浸水

海岸線が長く津波の
影響範囲広い

高知平野部
の人口集中

東西に半島地
形を有する

沿岸、平野部で想定される災害
•沿岸部の延長が非常に長く、津波の影響範囲が大きい。
•高知市等で地震時の地盤沈降による長期浸水が懸念さ
れる。

•東洋町周辺や奈半利町で液状化（噴砂）の記録が確認
されている。中村地区（四万十市）でも家屋の傾斜の
証言があった。

内陸、山間部で想定される災害
•県の84%を山林が占めており、内陸
部では急傾斜地等における土砂災害
のリスクが高い。

•土砂災害による道路閉塞による孤立
や救援の遅れなどが生じる可能性。 液状化の

可能性

山地が多く土砂災害
被害の可能性が高い

その他社会的要因等に関連する被害
•高知市を中心に高知平野部に人口が集
中しているため、被害量が多くなる。

•一方で県全体では人口は減少傾向であ
り、救援体制などに課題がある。

長期浸水

高知県における災害の地域特性

４ 地域区分の例 第2回資料再掲,一部更新



５ 被災シナリオの整理フレーム案（地域単位で作成：①沿岸部、②内陸部、③高知市周辺）

～1日 ～3日 ～2週間 ～1ヶ月 1ヶ月以降

何が起こるか
（事象や様相）

災害発生後のステージ※ 直後の緊急対応 初期の復旧段階
本格的な
復旧段階

高知県南海トラフ地震対策
行動計画の区分※

命を守る 命をつなぐ 生活を立ち上げる

主
な
対
応
策

その時に何をすべきか
（課題）

事前に何ができるか
（事前対策）

発災時の居場所

この時間軸の５区分で「高知県南海トラフ地震対策行動計画」を踏まえて検討

この時間軸の５区分が、「高知県南海トラフ地震対策行動計画」にあり
その記載を参考に、今回の「被害想定」や「能登半島地震の被害」を踏まえた肉付け。

居住地・近隣 居住地・近隣・仕事場

被災シナリオ
（地域ごと）

※経過時間の区分は、仮の設定
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５ 被災シナリオの整理フレーム案（地域単位で作成：①沿岸部、②内陸部、③高知市周辺）

形式 概要 特徴や課題

項目別の
タイムライン型

•被害状況、ライフラインの復
旧状況、避難所生活、自
宅避難生活など、被害想定
の項目別に、タイムライン形
式で様相をとりまとめる

•パンフレットにでき、容易に⼿に取って読んでもらえる
•文字だけでなく、写真やイラストなどを活用し、視覚的に災害の様相
や対策が把握できる
•住民向けには1枚の紙面（最大A3）に収めることが多く、掲載情
報は限られる

ストーリー型

•登場人物（家族等）をモ
デル設定する。様々な条件
（場所、主人公、状況）を
選ぶことで、被害の状況を物
語り風に説明する

•「主体」と「場面」を選択することによって、様々な被害の状況や防災
行動をイメージしやすい
•読み物で文字が多いと、意識の高い人など⾒る人が限られる可能性
があり、絵や動画などの分かりやすい工夫が必要
•モデル設定が、自分と大きく異なると、自分事として受け止めにくい。

選択型
（分岐型）

•自身の状況に合わせて、双
六のように、シナリオが分岐
できる形

•自身に合った個別の被害想定を知ることができ、被害の状況や防災
行動をイメージしやすい
•分岐点の設定の絞り込みが必要
•住民向けホームページで、最初に条件入力し、すぐに想定シナリオが
出るものもある
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複合災害

◼ 地震単独被害による複合災害と地震災害に加え風水害等の災害による複合災害を検討する

⚫ 地震単独被害による複合災害

➢ 被害想定項目の連関を考慮し複合災害を整理

⚫ 地震災害に加え風水害等の災害による複合災害

➢ 南海トラフ地震発生後に、台風等の襲来による大雨によって被害がさらに増大

➢ 地震発生前の降雨の影響、山間部での豪雪時の影響などの複合災害についても検討

出典：徳島大学「広域複合災害の軽減に資する防災・減災技術の開発と普及に関する研究」
https://cluster.tokushima-u.ac.jp/new-cluster-list/777.html

６ 複合災害のシナリオについて

※地震単独での複合的災害での留意点

・避難ルート上の土砂災害

・避難ルート上の湾岸エリアの津波火災

・津波長期浸水やライフライン被害による関連死

※他の自然災害との複合的災害での留意点

・土砂災害の増大

・河川沿いや湾岸エリアの浸水被害

・避難場所の確保と避難時の注意

・長期避難による関連死
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①沿岸部
（津波あり）

②内陸部（津波なし）

出典：Google Map

③高知市周辺

緊急輸送道路の位置関係

◆地域区分の例（緊急輸送道路との関係）

避難、救助、物資支援が早期に届くと
考えられる地域、遅れる可能性がある
地域を分けて考える。

巻末資料第2回資料再掲



◆能登半島地震の教訓について

▼高知県による「令和６年能登半島地震の調査・分析結果（要約）」をシナリオ作成の参考にする

出典：https://www.pref.kochi.lg.jp/doc/2022111500215/file_contents/file_20241024415143_3.pdf

※孤立集落、避難所（学校）、医療（病院）、災害関連死について、上記調査で注目する必要がある。

巻末資料

12
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令和６年能登半島地震の調査・分析結果（要約抜粋：孤立地域）

出典：https://www.pref.kochi.lg.jp/doc/2022111500215/file_contents/file_20241024415143_3.pdf

シナリオ検討で参考にできる部分

巻末資料
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令和６年能登半島地震の調査・分析結果（要約抜粋：トイレ・避難所・医療）

出典：https://www.pref.kochi.lg.jp/doc/2022111500215/file_contents/file_20241024415143_3.pdf

シナリオ検討で参考にできる部分

巻末資料
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令和６年能登半島地震の調査・分析結果（要約抜粋：災害関連死）

出典：https://www.pref.kochi.lg.jp/doc/2022111500215/file_contents/file_20241024415143_3.pdf

シナリオ検討で参考にできる部分

その他：高齢者等の要支援者限定のトピックではなく、支援する復旧・復興側が無
理をするケースもあることに留意。

巻末資料
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（参考）項目別タイムライン型（例：東京都） 巻末資料
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（参考）ストーリー型（例：千葉県）

被災ストーリー
【沿岸地／冬の夜間／漁業、旅館経営者】編

私は、海沿いで民宿を経営している。夫は漁師で漁船を
持っている。民宿の目の前が海で、夫の漁船は少し離れたとこ
ろにある漁港に停泊させている。
地震が発生したのは、夕食の後片付けをしている夜のこと
だった。揺れが収まったとき、家の中は食器などが落ちてひどい
状態になったが、幸いにも私たちやお客さんはみんな無事だっ
た。停電で室内はもちろん、外も真っ暗な状態になっている。
その時、夫は「いかん。俺の船が津波にやられる！」と外に出
て行こうとした。「だめよ、津波が来たら船どころか、あなたも流
されちゃう。」と言い、何とか思いとどまるように説得した。
この地域は、役所で配られている「津波ハザードマップ」で津
波の避難対象地域であることは知っていた。私自身、祖母か
ら、昔このあたりを地震の後大きな津波が襲ったという話を聞
いていたし、学校でも「昔の津波の記録」を勉強したこともある。
この地域では、地震があったら、とにかく急いで海の近くから離
れなければ、ということが私の頭にあった。
私は夫を思いとどまらせると、すぐに宿泊していたお客さんと一
緒に近くの高台に避難しようと考えた。津波警報が出てから避
難しても遅いかもしれない。津波は、海の上では飛行機並み、
地上でも自動車並みのスピードだと聞いたことがある。もう、寝
る準備をしていたお客さんもいたが、「とにかく急いで高台まで
避難してください！」と言って、暗闇の中、一緒に高台へ向かっ
て急いで歩き始めた。お客さんは、車も荷物も置いていってもら
うことになったが、急いで避難してくださった。

巻末資料
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（参考）選択型（分岐型）（イメージ）

状況①

状況②

状況③

状況④

状況⑤

状況⑥

状況⑦

巻末資料
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（参考）選択型（分岐型）（例：宮城県） 巻末資料
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（参考）選択型（分岐型）（例：宮城県） 巻末資料
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年月日 地震名 災害分類 被害状況 参考文献

1923年9月1日
（大正12年）

関東地
震

土砂災害
（震災前）

・8月31日から9月1日の午前9時～11時頃までに60mm以上の降雨があった。これに
より、岩屑なだれや土石流の発生の一要因となった。

中央防災会議災害教訓の継承に関す
る専門委員会：1923年関東地震報告
書、平成18年7月土砂災害

（震災後）

・地震によって丹沢山地の大山の山腹では無数の亀裂と多数の崩壊が発生し、多
量の土砂が上流部の渓流に堆積した。
・9月12日～15日の地震後に丹沢山地での200mmを超える降雨によって丹沢山地・
箱根火山では著しい土砂災害が発生した。

1948年6月28日
（昭和23年）

福井地
震

堤防決壊・
河川氾濫、
土石流
（震災後）

・九頭竜川では、福井平野部の堤防が全域にわたって被害を受け、堤防天端が最
大で4.5m沈下し、法面の崩落、縦亀裂が至る所で発生した。
・九頭竜川中流及び足羽川上流域では、7月23日～25日にかけて最大350mmの降雨
があり、堤防が決壊、濁流が福井市内へと流れ込んだ。
・集中豪雨は中・上流地域でも砂防施設や山林に被害を発生させた。

中央防災会議災害教訓の継承に関す
る専門委員会：1948年福井地震報告
書、平成23年3月

2004年10月23日
（平成16年）

新潟県
中越地
震

土砂災害
（震災前）

・台風23号によって活発化した秋雨前線によって10月19日～23日まで累積雨量
125mmとまとまった降雨があった。元々崩れやすい地形・地質条件である中山間地
域が雨で十分緩んだところに発生した大地震によって、小千谷市や山古志村を中
心として規模の大きな山崩れが各地で発生した。崩壊地は3,791ヶ所に上った。

宇佐美・石井・今村・武村・松浦：
日本被害地震総覧 599-2012

雪崩災害

・23月19 日に小千谷市西吉谷で、地震で痛んだ急斜面から未明に発生した湿雪全
層雪崩が斜面下の川（茶郷川）をせき止め，隣接する民家が床上浸水した。7 時
間後に同じ斜面で再び発生した湿雪全層雪崩によって，民家が損壊するとともに
作業小屋が全壊した。 河島・和泉・伊豫部：中越地震と豪

雪がもたらした複合災害

融雪による
土砂災害

・小河川や渓流の復旧が間に合わなかった箇所では、融雪期に河川が氾濫し、農
地が土砂で埋まったり、流水で浸食を受けた。
・地震で崩壊したり、亀裂が生じたりした斜面では、融雪による土砂災害が多数
発生し、道路通行止めが相次いだ。

2018年9月6日
（平成30年）

北海道
胆振東
部地震

土砂災害
（震災前）

・地震発生2週間前までは平年より降水量が少なかったが、7月上旬の西日本豪雨
及び8月中旬の台風の影響により、長期の積算降水量は多い年であった。斜面崩壊
発生地は保水性の高い火山灰土であることから、⾧期の雨量指標が影響している
可能性が高い。

・松岡：地震、降雨、融雪土砂災害
時の気象と土壌雨量指数、2020年1
月8日
・平田：地震学の観点から見た北海
道胆振東部地震の特徴、2019

2024年1月1日
（令和6年）

能登半
島地震

河川氾濫・
土砂災害
（震災後）

・令和6年9月21日から22日にかけて線状降水帯発生による記録的な豪雨によって、
輪島市、珠洲市、能登町で河川氾濫、浸水被害が発生した。人的被害に加え、住
家の全壊、床上浸水、床下浸水が多数発生。広い範囲で土砂災害が発生し、多く
の集落が孤立した。

国土交通省：能登半島での地震・大
雨を踏まえた水害・土砂災害対策検
討会 第1回検討会資料、2025年1月
14日

過去地震の複合災害例

複合災害について 巻末資料
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